
Ｊタンク設置エリアの全面マスク
着用省略可能エリアの設定について

平成２６年５月２９日
東京電力株式会社
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今回拡大予定の全面マスク着用省略可能エリア

※1 固体廃棄物貯蔵庫、キャスク保管建屋の建屋内は除く。
※2 共用プール建屋２，３階の一部エリアのみ。

　
全面（半面）マスク着用省略可能エリア※1※２

移動時・作業時にかかわらずサージカルマスク使用可能エリア

管理対象区域境界

全面（半面）マスク着用省略可能エリア追加設定範囲

＜１Ｆ構内全面マスク着用省略可能エリア＞
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Ｊタンク設置エリアの空気中放射性物質濃度、表土の放射性物質濃度を実測により

把握した上で、全面マスク着用省略可能エリアに設定して防護装備を適正化し、Ｊタン

ク設置エリアの建設作業員に対して、夏場の熱中症のリスクを軽減させるとともに、

作業負荷の軽減、作業性の向上を図る。

Ｊタンク設置エリアの空気中放射性物質濃度は、検出限界濃度未満であった。

（全面マスク着用基準：２×10-4Bq/cm3（粒子状Ｃｓ））

当該エリアの除染（伐採、表土除去）により、表土の放射性物質濃度は、10の２乗～３乗

オーダーで分布しており、現在設定している全面マスク着用省略エリアの表土（10の２乗

～６乗オーダー）と同程度（低い側）であった。

目 的

ダスト・表土の測定結果

運用開始

平成２６年５月３０日から、Ｊタンク設置エリア内の汚染水を取り扱わないタンク建設作業

に限り、捕集効率95％以上の使い捨て式防じんマスク（DS2）を着用可とする。

Ｊタンク設置エリアの全面マスク着用省略可能エリアの設定

DS2
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Ｊタンク設置エリアのサーベイ結果

２．８Ｅ＋３１．９Ｅ＋３９．０Ｅ＋２H25.12.12表土２５

９．６Ｅ＋２６．９Ｅ＋２２．７Ｅ＋２H26.4.23表土２４

検出限界未満＜６．５Ｅ＋１＜５．０Ｅ＋１H26.4.23表土２３

検出限界未満＜１．３Ｅ－６＜９．８Ｅ－７H26.5.2ダスト２２

検出限界未満＜１．３Ｅ－６＜９．７Ｅ－７H26.5.2ダスト２１

検出限界未満＜１．４Ｅ－６＜１．０Ｅ－６H26.5.2ダスト２０

合計値Cs-137Cs-134採取日採取試料試料採取箇所
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（参考）
地上高さ１ｍのγ線
サーベイ結果
（単位：μSv/h）

測定日 H26.3.26

※１ ダストの単位：Bq/cm3，表土の単位：Bq/kg

※２ 除染電離則では，5.0E+5Bq/kgを超える高濃度汚染土壌を取り扱う作業で，かつ高濃度粉塵作業
（10mg/m3を超える）の場合には，捕集効率95%以上の防塵マスク（DS2）を着用することと
している。

空気中放射性物質濃度（ダスト）および表土の放射能濃度
■空気中放射性物質濃度は，

マスク着用基準以下
（２×１０-４ Bq/cm3）

■作業時は、使い捨て式防じん
マスク（DS2）を着用
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